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本資料取扱本資料取扱 のの ご注意ご注意

本説明会のプレゼンテーションおよび配布資料に掲載する情報に関しまして、細心の注意を払っております。将来の予
測等に関する情報は、現時点で入手可能な情報にもとづき、当社が判断した予測であり、潜在的なリスクや不確実性
が含まれています。そのため、様々な要因の変化により実際の業績は、記述している将来見通しとは大きく異なる結果
となる可能性があります。

本説明会の配布資料に掲載する情報は、無断での引用や転載、複製は禁じられております。
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経理財務本部長

瀧崎 俊男

実績報告実績報告
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販売状況販売状況 （（20112011年年 33月期月期 第第22四半期累計）四半期累計）

■ 商 品

・ユカ商事の事業譲受により、食品包装資材の取扱増加
■ 商 品

・ユカ商事の事業譲受により、食品包装資材の取扱増加
■ 製 品

汎用製品および軽量化製品の拡販、新製品が好調
・出荷枚数 ：前年比１０７．３％伸長

・製品価格 ：前期に実施した製品値下げの影響が9億円

・トレー容器 ：超軽量化ロースタックトレーのFLBシリーズが好調
トレーtoトレーの再商品化“エコトレー”が伸長

・弁当容器 ：漏れにくい電子レンジ対応容器（タルク）、
汎用タイプのフードパックが好調

PET素材製品の新製品の引き合いも順調
軽量化製品の刺身・寿司容器が好調

・その他製品 農産品のマーケット OPP袋が順調

■ 製 品

汎用製品および軽量化製品の拡販、新製品が好調
・出荷枚数 ：前年比１０７．３％伸長

・製品価格 ：前期に実施した製品値下げの影響が9億円

・トレー容器 ：超軽量化ロースタックトレーのFLBシリーズが好調
トレーtoトレーの再商品化“エコトレー”が伸長

・弁当容器 ：漏れにくい電子レンジ対応容器（タルク）、
汎用タイプのフードパックが好調

PET素材製品の新製品の引き合いも順調
軽量化製品の刺身・寿司容器が好調

・その他製品 農産品のマーケット OPP袋が順調

※計画は、’10年8月9日発表の予想

第2四半期累計 実績 数量 第2四半期累計 計画
単位：百万円 10/3月期 構成比 11/3月期 構成比 増減 前年比 伸長率 11/3月期 構成比 達成率

13,583 21.6 13,389 20.2 △ 193 98.6% 102.5% 14,100 21.2 95.0%

34,534 54.8 36,358 55.0 + 1,823 105.3% 110.8% 35,900 54.1 101.3%

811 1.3 1,630 2.5 + 819 201.0% 1,000 1.5 163.1%

48,929 77.7 51,378 77.7 + 2,448 105.0% 107.3% 51,000 76.8 100.7%

8,799 14.0 10,357 15.7 + 1,557 117.7% 10,100 15.2 102.5%

5,273 8.4 4,416 6.7 △ 856 83.8% 5,300 8.0 83.3%

14,073 22.3 14,773 22.3 + 700 105.0% 15,400 23.2 95.9%

63,002 100.0 66,151 100.0 + 3,149 105.0% 66,400 100.0 99.6%【 売 上 高 】

【 商 品 】

そ の 他 商 品

包 装 資 材

【 製 品 】

そ の 他 製 品

弁 当 容 器

ト レ ー 容 器
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第2四半期累計 実績 第2四半期累計 計画
単位：百万円 10/3月期 構成比 11/3月期 構成比 増減 前年比 11/3月期 構成比 達成率

63,002 100.0 66,151 100.0 + 3,149 105.0% 66,400 100.0 99.6%

製 品 売 上 高 48,929 77.7 51,378 77.7 + 2,448 105.0% 51,000 76.8 100.7%

商 品 売 上 高 14,073 22.3 14,773 22.3 + 700 105.0% 15,400 23.2 95.9%

5,844 9.3 6,621 10.0 + 777 113.3% 6,640 10.0 99.7%

6,010 9.5 6,829 10.3 + 819 113.6% 6,800 10.2 100.4%

3,480 5.5 4,003 6.1 + 523 115.0% 4,000 6.0 100.1%

【 純 売 上 高 】

【 営 業 利 益 】

【 経 常 利 益 】

【 当 期 利 益 】

決算概要決算概要 （（20112011年年 33月期月期 第第22四半期累計）四半期累計）

・M&A ： ‘10年4月 消耗品・包装資材に強みを持つ ユカ商事㈱ より事業を譲受、商品調達とその取扱を強化

‘10年6月 フィルムメーカーである ㈱アルライト をグループに加え、製品開発力の更なる強化を図る

・社内改善 ： 製品の軽量化、素材切替、製品アイテム数の絞込み、

生産および物流をはじめとしたグループ全体でのコスト改善

・販売面 ： 汎用製品および軽量化製品の拡販、新製品の上市等により販売好調

ユカ商事の事業譲受により、食品包装資材の取扱増加

・生産面 ： 生産性および品質の向上に取り組み、需要拡大に対応した生産能力の拡大と生産拠点の最適化

・物流面 ： 需要に即した供給体制の構築、在庫水準の適正化、横持ち・保管にかかわるコストの低減

・M&A ： ‘10年4月 消耗品・包装資材に強みを持つ ユカ商事㈱ より事業を譲受、商品調達とその取扱を強化

‘10年6月 フィルムメーカーである ㈱アルライト をグループに加え、製品開発力の更なる強化を図る

・社内改善 ： 製品の軽量化、素材切替、製品アイテム数の絞込み、

生産および物流をはじめとしたグループ全体でのコスト改善

・販売面 ： 汎用製品および軽量化製品の拡販、新製品の上市等により販売好調

ユカ商事の事業譲受により、食品包装資材の取扱増加

・生産面 ： 生産性および品質の向上に取り組み、需要拡大に対応した生産能力の拡大と生産拠点の最適化

・物流面 ： 需要に即した供給体制の構築、在庫水準の適正化、横持ち・保管にかかわるコストの低減

※計画は、’10年8月9日発表の予想
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上期 ６８．２億 下期計画 ７２億

20112011年年 33月期月期 中間期中間期 経常利益経常利益 増減要因増減要因

原料値上り

販売増・新製品効果

生産改善

物流改善

グループ会社 利益改善

リサイクル投資による経費増加

経費増加

2010年3月期 経常利益 １２２．２億

＋６

2011年3月期 経常利益計画 １４０億

－１１

上期 ６０．１億

前期製品値下げ影響

＋２３

－９

＋４

＋２

－２

－２

原料値上り －１１億

利益改善 ＋２３億

経費増加 －４億

下期 ６２．１億

‘１１年3月期 上期経常利益

６８．２億

販売 ＋１４億

‘１０年3月期 上期 経常利益

６０．１億

前期比＋８．１億（113.5%）

汎用製品拡販・価格対応

販 売
製品売上高：１０５．５％、製品数量１０７．３％
２Ｐ差は、前期製品値下げ影響

生 産
製品数量１０７．３％に加え、改善施策の効果

物 流
物流費は微増となるも、
出荷数量増加に対し改善施策の効果

グループ会社
・4月1日：ユカ商事㈱より購買部門を譲受
・6月1日：㈱アルライトをグループ化

原材料
原材料価格は‘09年中旬より再度値上り

上期販売状況上期販売状況

・製品売上高：１０５．０％（＋２４．５億）・製品売上高：１０５．０％（＋２４．５億）
・製品数量１０７．３％・製品数量１０７．３％
・商品売上高：１０５．０％（＋７億）・商品売上高：１０５．０％（＋７億）
・売上高：１０５．０％（＋３１．５億）・売上高：１０５．０％（＋３１．５億）

リサイクル投資
・ 回収容器選別工場の全国展開
・ リサイクル洗浄ライン更新
・関東・中部リサイクル工場 リニューアル
・ ＡＰＥＴメカニカルリサイクルプラント稼動 ‘10/11

単位：億円

計画に対し＋３億円計画に対し＋３億円

－３

期初計画＋２億円期初計画＋２億円

期初計画＋２億円期初計画＋２億円

原材料コストの差額は原材料コストの差額は
汎用製品拡販と価格対応に汎用製品拡販と価格対応に
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主な設備投資 百万円

◆リサイクル 透明容器設備強化（一軸延伸ＰＥＴ） ４０４ （投資増額 474百万円）

関東リサイクル工場リニューアル ３３２ （投資総額 453百万円）

中部リサイクル工場リニューアル ２４ （投資総額 885百万円）

回収容器選別工場 ７７１ （投資総額 1,240百万円）

ＰＥＴメカニカルリサイクルプラント ２９４ （投資総額 1,320百万円） ‘10/11稼動予定

◆ピッキングセンター 新福山 ９６５ （投資総額 1,887百万円） ‘10/ 6 稼動

新中部 ２４７ （投資総額 2,350百万円） ‘11/ 5 稼動予定

◆金型 ９３０

◆ＩＴ投資 １４９

主な設備投資 百万円

◆リサイクル 透明容器設備強化（一軸延伸ＰＥＴ） ４０４ （投資増額 474百万円）

関東リサイクル工場リニューアル ３３２ （投資総額 453百万円）

中部リサイクル工場リニューアル ２４ （投資総額 885百万円）

回収容器選別工場 ７７１ （投資総額 1,240百万円）

ＰＥＴメカニカルリサイクルプラント ２９４ （投資総額 1,320百万円） ‘10/11稼動予定

◆ピッキングセンター 新福山 ９６５ （投資総額 1,887百万円） ‘10/ 6 稼動

新中部 ２４７ （投資総額 2,350百万円） ‘11/ 5 稼動予定

◆金型 ９３０

◆ＩＴ投資 １４９

設備投資・研究開発費設備投資・研究開発費 （（20112011年年 33月期月期 第第22四半期累計）四半期累計）

※設備投資には、リース調達を含む投資額を表示しております。

第2四半期累計 実績 第2四半期累計 計画

単位：百万円 10/3月期 11/3月期 増減 前年比 11/3月期 計画比

4,867 6,214 1,346 127.7% 7,750 80.2%

有 形 固 定 資 産 4,785 6,087 1,302 127.2% 7,480 81.4%

内、土地 1,230 218 △ 1,011 210

無 形 固 定 資 産 82 126 44 154.1% 270 46.7%

4,075 4,276 201 104.9% 4,300 99.4%

503 588 84 116.8% 480 122.5%

設
　
備
　
投
　
資

研 究 開 発 費

減 価 償 却 費
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キャッシュ・フローキャッシュ・フロー （（20112011年年 33月期月期 第第22四半期累計）四半期累計）

■財務活動によるキャッシュフロー

借入金の純増額 5,290 百万円

リース債務の返済 △1,560

配当金の支払額 △1,084

■財務活動によるキャッシュフロー

借入金の純増額 5,290 百万円

リース債務の返済 △1,560

配当金の支払額 △1,084

■営業活動によるキャッシュフロー

税金等調整前当期純利益 6,746 百万円

減価償却費 4,276

仕入債務の増加 2,001

売上債権の増加 △2,024

法人税等の支払 △3,374

■投資活動によるキャッシュフロー

有形固定資産の取得 △5,411

■営業活動によるキャッシュフロー

税金等調整前当期純利益 6,746 百万円

減価償却費 4,276

仕入債務の増加 2,001

売上債権の増加 △2,024

法人税等の支払 △3,374

■投資活動によるキャッシュフロー

有形固定資産の取得 △5,411

■現金及び現金同等物

前連結会計年度末より 3,615百万円増加
■現金及び現金同等物

前連結会計年度末より 3,615百万円増加

第2四半期累計 実績
単位：百万円　 10/3月期 11/3月期

営 業 活 動 に よ る C/F 5,817 5,793

投 資 活 動 に よ る C/F △ 5,627 △ 4,516

ﾌ ﾘ ｰ ･ ｷ ｬ ｯ ｼ ｭ ﾌ ﾛ ｰ 189 1,276

財 務 活 動 に よ る C/F △ 4,843 2,343
現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
増 減 額 △ 4,654 3,615
現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
期 末 残 高 11,454 14,718
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中・長期目標へ向けて中・長期目標へ向けて

代表取締役会長

小松 安弘
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’11年3月期 販売計画1,4301,430億 116.9%

製品売上高：前期比：105.3105.3%% ＋52億

製品売上数量：前期比：107107%%
商品売上高：前期比：147.1147.1%% ＋129億

※製品売上数量計画を105%から107%に修正

連結決算連結決算 のの ポイントポイント とと 今後今後 のの 見通見通しし

３６．３億３６．３億

６６．５億６６．５億

８１．２億８１．２億

６４．５億６４．５億

'05/3'05/3 '06/3'06/3 '07/3'07/3 '08/3'08/3

９２．９億９２．９億

'09/3'09/3

３３．７億３３．７億

'04/3'04/3

２８．７億２８．７億

'03/3'03/3

６３．１億６３．１億

'02/3'02/3

価格競争価格競争
△△2525億億

１２２．２億１２２．２億

‘‘10/310/3

８８．９億
＋動産売却益４億

計画計画 １４０１４０億億
↑

期始計画１３５億

‘‘1111/3 /3 計画計画

☆ 世界初世界初 のの 素材・機能素材・機能
・MFP：-40℃～+110℃
・一軸延伸APET
・二軸延伸APET
・スクリュータイプ容器

☆ 汎用製品汎用製品 のの 拡販拡販

☆ 徹底徹底したした 社内改善社内改善

☆ リサイクル事業リサイクル事業 のの 整備整備

☆ ピッキング事業ピッキング事業 のの 整備整備

☆ 企業統合企業統合 によるによる 企業規模拡大企業規模拡大
・商品取扱の強化
・農産品容器の拡大
・鶏卵パック
・ポリ乳酸容器

目標とする中期経営指標

１株当たり純利益 ４００円

+１７．８億
+14.6%

’’11/3 11/3 経常利益

☆ 原材料価格は‘09年中旬より再度値上り

☆ 新製品の出足好調

☆ 徹底した 社内改善の推進

☆ 戦略投資
6月：新福山ピッキングセンター稼動
9月：関東新工場建設発表（ ’12年春 稼動予定）
11月：新リサイクルネットワーク稼動
11月：ＡＰＥＴメカニカルリサイクル稼動

☆ 企業統合 による企業規模拡大
4月1日：ユカ商事㈱より購買部門事業譲受
6月1日：㈱アルライトをグループに
10月1日：インターパック㈱をグループに
12月1日予定：ダイヤフーズ㈱をグループに

経常利益の推移経常利益の推移

‘‘1010年年88月月99日日 計画修正計画修正
上期上期 下期下期

売上高売上高 商品商品 ＋６０．０億＋６０．０億
経常利益経常利益 販売面販売面 ＋２億＋２億 ０＋２．５億＋２．５億

ＭＡ効果ＭＡ効果 ０＋０．５億＋０．５億

単位：億円
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原材料動向原材料動向

‘08年末より 急落急落

‘09年中旬より 再度値上り再度値上り

製品価格へ製品価格へ 還元還元 ☆☆ 社内改善社内改善

☆☆ 軽量化・素材切替軽量化・素材切替

☆☆ 販売拡大販売拡大

☆☆ 新製品化新製品化

☆ 新製品・新素材新製品・新素材 へのへの シフトシフト
☆ トップユーザトップユーザ としてとして グローバルグローバル なな 資材調達資材調達
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◆◆ マルチＦＰ（マルチＦＰ（MFPMFP））
・ 耐熱耐寒発泡ポリスチレン

・ －４０℃～＋１１０℃の広い温度帯に対応

・ 断熱性に優れ、レンジ加熱後でも手で持てる

・ 既存の耐熱容器（ＰＰＦ）に比較し大幅な軽量化（５０～６０％）

・ リサイクルが可能

◆◆ 延伸ＡＰＥＴ容器延伸ＡＰＥＴ容器
・ 軽量化と耐熱性向上（一軸延伸：＋７０℃、二軸延伸：＋８０℃）

・ 優れた素材特性（耐油、耐酸、対可塑性．．．）

・ レジン投入から製品まで一貫生産

・ ＯＰＳからの素材シフト

・ リサイクルを目指す

☆ 汎用製品汎用製品 拡販拡販
◇ 超軽量ロースタックトレー : FLB、ｴｺFLB

◇ 嵌合フードパック : AP-SA、OPS-SA、PP-SA

◇ フードパック : FPﾌｰﾄﾞ（OPS）

◇ 透明トレー : AP-FC

☆ 新機能新機能
◆ スクリュータイプスクリュータイプ容器（漏れにくい）

◆ 漏れにくい漏れにくい容器容器 : APET、PP

◆ 内容物がずれにくい内容物がずれにくい容器

◇ 新デザイン容器

製品戦略製品戦略 新素材新素材 ＋＋ 新機能新機能 ＋＋ 新マーケット新マーケット

☆ 素材切替・軽量化素材切替・軽量化
◇ 透明容器素材シフト : OPS ⇒ APET、PP

◇ PSP発泡容器の軽量化 : 低発泡 ⇒ 高発泡

☆ 新素材新素材
◆ マルチＦＰ（マルチＦＰ（MFPMFP）） : －４０℃～＋１１０℃、発泡PS容器

◆ 一軸延伸一軸延伸APETAPET容器容器 : 耐熱７０℃ + 軽量化

◆ 二軸延伸二軸延伸APETAPET容器容器 : 耐熱８０℃ + 軽量化

◆ 新ハイスター：新ハイスター：従来1,8倍 → 3.5倍発泡の軽量化ＰＰ容器

◆ 耐熱ＰＰ透明耐熱ＰＰ透明容器容器：：耐熱+110℃

☆ 新マーケット新マーケット
◇ 農産品用容器・軟包装（フィルム）

◇ 食品加工メーカー用容器

◇ 鶏卵パック

◇ ポリ乳酸容器

← 関東新工場にて ’12年春より上市

汎用トレー

嵌合フードパック
透明トレー

フードパック

内容物がずれにくい

新ハイスター

ＰＰ透明

PS：ポリスチレン
PSP：発泡ポリスチレン
OPS：透明ポリスチレン
APET：非結晶ポリエチレンテレフタレート
PP：ポリプロピレン

スクリューﾀｲﾌﾟスクリューﾀｲﾌﾟ
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企業規模企業規模 拡大拡大 へへ

消消 耗耗 品品 ・・ 包包 装装 資資 材材 / / 機機 器器簡簡 易易 包包 装装 容容 器器

物流ネットワーク物流ネットワーク ＆＆ ＳＣＭＳＣＭ

得意分野で
優位性の確立

得意分野で得意分野で
優位性の確立優位性の確立

新規分野の攻略新規分野の攻略新規分野の攻略 問 屋 サポート問問 屋屋 サポートサポート

衛
生
用
品

販
促
用
品

事
務
用
品

フ
ィ
ル
ム

ク
ロ
ス

機

械

什

器

吸
水
紙

調
味
料

市場規模：5,000億市場規模：市場規模：5,0005,000億億

市場規模：２兆円超市場規模：２兆円超市場規模：２兆円超

サプライヤーサプライヤー

製品/素材 開発力製品製品//素材素材 開発力開発力 リサイクルリサイクルリサイクル 物流力物流力物流力 インフラインフラインフラ 調達力調達力調達力提案力提案力提案力

紐
・
バ
ン
ド

箸

食

品
ト
レ
ー

惣
菜
・弁
当

容

器

袋
フ
ィ
ル
ム

包装資材・消耗品 マーケット包装資材・消耗品包装資材・消耗品 マーケットマーケット

テ
ー
プ

加
工
加
工

食
品
食
品

農農

産産

鮮鮮

魚魚

精精

肉肉

青青

果果

惣惣

菜菜

畜畜

産産

水水

産産

インストアインストアインストア アウトパックアウトパックアウトパック

小売・中食・外食 全般小売・中食・外食小売・中食・外食 全般全般

簡
易
包
装

容

器

業務提携・M＆A業務提携・業務提携・MM＆＆AA

‘09年6月1日

太洋興業㈱より包材部門を事業譲受

‘09年10月1日

日本パール容器㈱を事業譲受

‘10年4月1日

ユカ商事㈱より商品購買部門を事業譲受

‘10年6月1日

㈱アルライトをグループ化

‘10年10月1日

インターパック㈱をグループ化

‘10年12月1日

ダイヤフーズ㈱をグループ化 予定

鶏
卵
パ
ッ
ク

世界初の
素材・機能
世界初の世界初の
素材・機能素材・機能

農

産

容
器
・資
材

ポ
リ
乳
酸

容

器
・

新福山ピッキングセンター新福山ピッキングセンター ‘‘1010年年66月稼動月稼動

新中部ピッキングセンター新中部ピッキングセンター ’’1111年年55月予定月予定

ピッキング整備

ごご 参参 考考
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企業統合企業統合 シナジー効果シナジー効果によりにより経営経営のの効率化効率化ととマーケット拡大マーケット拡大

‘‘0909年年66月月11日：日：太洋興業㈱太洋興業㈱ よりより 包材部門包材部門 をを 事業譲受事業譲受
・農産品容器に強み
・生産地に強み

‘‘0909年年1010月月11日：日：日本パール容器㈱日本パール容器㈱ をを 事業譲受事業譲受
・加工食品メーカーに強み

‘‘1010年年44月月11日：日：ユカ商事㈱ユカ商事㈱ よりより 購買部門購買部門 をを 事業譲受事業譲受
・包装品・消耗品の調達に強み

‘‘1010年年66月月11日：日：㈱アルライト㈱アルライト をを グループにグループに
・ポリスチレンフィルムのトップメーカー

‘‘1010年年1010月月11日：日：インターパック㈱インターパック㈱ をを グループにグループに
・関東圏を中心とした大手包装資材問屋

‘‘1010年年1212月月11日：日：ダイヤフーズ㈱ダイヤフーズ㈱ をを グループにグループに（（予定）予定）
・鶏卵パックでは業界２位
・ＶＲＶによるＡ－ＰＥＴ容器生産
・ポリ乳酸容器の生産

販売チャネル販売チャネル原材料・調達原材料・調達

商品・調達商品・調達
生産技術生産技術

製品ラインナップ製品ラインナップ

物流ネットワーク物流ネットワーク

リサイクルネットワークリサイクルネットワーク

インフラインフラ

あらゆる面あらゆる面でのでの統合効果統合効果をを見込見込むむ

製品売上規模：４０億製品売上規模：４０億

製品売上規模：２０億製品売上規模：２０億

製品売上規模：４億製品売上規模：４億

商品取扱規模：６０億商品取扱規模：６０億

バージン層

バージン層

リサイクル層

VRVVRV３層シート３層シート

売上規模：１９０億（製品７０、商品１２０）売上規模：１９０億（製品７０、商品１２０）
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全国全国 をを 網羅網羅 するする 物流ネットワーク物流ネットワーク

広島ＰＣ

新潟ＰＣ

‘‘1010年年66月月
新福山ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ稼動新福山ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ稼動

‘‘1111年年55月月
新中部ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ稼動予定新中部ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ稼動予定

全国６拠点（10万 75百坪） の 配送センター と

全国１１拠点（3万 15百坪） の ピッキングセンター から

高品質高品質 でで 効率的効率的 なな 物流サービス物流サービス をを 提供提供

※ 新中部ピッキング、関東新工場 稼動時

九州 配送C

福岡ＰＣ

中部ＰＣ

中部 配送C

札幌ＰＣ

北海道 配送C

仙台ＰＣ

東北 配送C

西宮ＰＣ

西関東ＰＣ

東京ＰＣ

関東ＰＣ

東日本ハブセンター

新福山ＰＣ

福山 配送C

※

※
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金沢選別工場

九州選別工場

中部選別工場

中部リサイクル工場

北海道選別工場

山形選別工場

西宮選別工場

東海選別工場

関東選別工場

関東リサイクル工場

福山選別工場

福山リサイクル工場

A-PETメカニカル リサイクル プラント

環境経営環境経営 とと 社会責任社会責任 新リサイクルネットワークの構築新リサイクルネットワークの構築

回収回収 →→ リサイクル工場リサイクル工場（（66工場）工場）

回収回収 →→ 選別工場選別工場（（99工場）工場） →→ リサイクル工場リサイクル工場（（33工場）工場）

’’1111年年33月末、月末、障がい障がい者雇用数は者雇用数は６５６６５６（雇用実人数３８７名）（雇用実人数３８７名）にに ※事業提携会社４９（３７名）含む

エフピコ方式「トレーエフピコ方式「トレー to to トレー」トレー」のの拡大拡大
回収容器回収容器（発泡ＰＳ容器＋透明（発泡ＰＳ容器＋透明OPSOPS）） →→ エコトレーエコトレー に加えに加え 、、

Ａ－ＰＥＴＡ－ＰＥＴ（透明容器）（透明容器） でもでも 循環型リサイクルの実現へ循環型リサイクルの実現へ

・選別工場にて仕分け減容後にリサイクル工場へ

・発泡トレー容器 ＋ 透明容器 の 回収・選別・リサイクル

・リサイクル工場洗浄工程を高機能化

・選別工程には障がい者の参画

－’－’1010年年33月期月期 実績－実績－

7,9007,900 のの 回収拠点回収拠点 から、から、 7,5007,500㌧㌧ のの 使用済容器使用済容器 をを 回収回収 し、し、 149149億円億円 のの リサイクル容器リサイクル容器 をを 販売販売

※※透明容器回収透明容器回収 は、’は、’1010年年99月末現在月末現在 2,1132,113拠点拠点 からから 月当たり月当たり8080㌧㌧超超 をを 回収回収

20122012年は京都議定書で定められた年は京都議定書で定められた
6%6%削減目標の第一約束期間削減目標の第一約束期間

・選別工場能力（常勤）
ＰＳＰ：２６ライン、９，３６０トン/年
透明容器：１３ライン、２，３４０トン/年

選別工場 ９ヶ所
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広島ＰＣ

新潟ＰＣ

九州 配送C

福岡ＰＣ

中部ＰＣ

中部 配送C

札幌ＰＣ

北海道 配送C

仙台ＰＣ

東北 配送C

西宮ＰＣ

西関東ＰＣ

東京ＰＣ

関東ＰＣ

東日本ハブセンター

新福山ＰＣ

福山 配送C

広島ＰＣ

新潟ＰＣ

九州 配送C

福岡ＰＣ

中部ＰＣ

中部 配送C

札幌ＰＣ

北海道 配送C

仙台ＰＣ

東北 配送C

西宮ＰＣ

西関東ＰＣ

東京ＰＣ

関東ＰＣ

東日本ハブセンター

新福山ＰＣ

福山 配送C

金沢選別工場

九州選別工場 中部選別工場

中部リサイクル工場

北海道選別工場

山形選別工場

西宮選別工場

東海選別工場

関東選別工場

関東リサイクル工場

福山選別工場

福山リサイクル工場

A-PETメカニカル リサイクル プラント

金沢選別工場

九州選別工場 中部選別工場

中部リサイクル工場

北海道選別工場

山形選別工場

西宮選別工場

東海選別工場

関東選別工場

関東リサイクル工場

福山選別工場

福山リサイクル工場

A-PETメカニカル リサイクル プラント

戦略的戦略的 設備投資設備投資

☆ 新中部ピッキングセンター新中部ピッキングセンター ‘11年5月稼動予定

中部・東海エリアのピッキング機能を強化

ピッキングエリア：４層 延3,800坪

倉庫エリア：3層 延6,200坪

☆ 回収容器選別工場回収容器選別工場 全国展開全国展開 （９工場）（９工場） ‘10年11月 全工場稼動

※※透明容器：透明容器：1313ライン、ライン、2,3402,340㌧㌧//年、年、PSPPSP容器容器2626ﾗｲﾝ、ﾗｲﾝ、9,3609,360㌧㌧//年年

☆ リサイクルリサイクル 洗浄設備洗浄設備 をを 高機能高機能ラインライン へへ ‘10年11月稼動

※※ 水洗浄水洗浄 をを 温水＋洗剤洗浄へ更新し、更なるペレット品質向上温水＋洗剤洗浄へ更新し、更なるペレット品質向上

☆ ＡＰＥＴメカニカルリサイクルプラントＡＰＥＴメカニカルリサイクルプラント 導入導入 ‘10年11月稼動予定

※※PET PET トレートレーtotoトレートレー 実現に向け研究・開発中実現に向け研究・開発中

☆ 中部リサイクル工場中部リサイクル工場 リニューアルリニューアル ‘10年11月稼動

※※ 8,0008,000坪の新しい建屋に移設しリニューアル坪の新しい建屋に移設しリニューアル

物流ネットワーク物流ネットワーク 整備整備

☆ 関東新工場関東新工場
‘11年1月着工、’12年1月竣工
３層 延14,200坪（1階:生産工場 ２階:ピッキング ３階:物流倉庫）

※※Ａ－ＰＥＴ二軸延伸製品の生産Ａ－ＰＥＴ二軸延伸製品の生産
A－PET

メカニカルリサイクル

☆ 新福山ピッキングセンター新福山ピッキングセンター ‘10年6月稼動

２層 延7,500坪 既存棟と連結し、能力が1.5倍に拡充

※※年間年間110110億円規模のピッキング出荷が可能に億円規模のピッキング出荷が可能に

新リサイクルネットワーク新リサイクルネットワーク 構築構築

投資総額：投資総額：４２４２億億

投資総額：投資総額：６０６０億億

投資総額：投資総額：７２７２億億

・中部リサイクル工場ﾘﾆｭｰｱﾙ
・中部選別工場 稼動
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長期目標長期目標 にに 向けて向けて 付加価値戦略＋規模拡大付加価値戦略＋規模拡大

985985億

297297億

製品

2,0002,000億

商品

3,0003,000億

‘‘09/309/3
1,2821,282億億

‘‘10/310/3
1,2491,249億億

長期目標
5,000億

‘‘11/311/3計画計画
1,4301,430億億

275275億

974974億 1,0261,026億

404404億

経常利益率
１０％

 製品製品//素材素材 力力

 提案力提案力

 調達力調達力

 物流力物流力

 環境経営環境経営

 社会責任社会責任

 インフラインフラ
インターパック寄与 ＋６０億（年間120億円の商品）

取扱商品の拡大 ＋３０億
インターパック寄与インターパック寄与 ＋６０億＋６０億（年間（年間120120億円の商品）億円の商品）

取扱商品の拡大取扱商品の拡大 ＋３０億＋３０億

ダイヤフーズ寄与ダイヤフーズ寄与 ＋３０億＋３０億（年間（年間4040億円の製品）億円の製品）

製品の拡販製品の拡販 ＋５０億＋５０億

総合力総合力 ＋＋ ＭＭ＆＆ＡＡ

‘‘12/312/3見通し見通し
１，１，600600億億

経常利益率
５％

５５千億円千億円マーケットマーケット でのでの シェア拡大シェア拡大

２２兆円兆円マーケットマーケット へのへの 挑戦挑戦

仕入商品

から

メーカー品 へ

製品売上製品売上

商品売上商品売上

単位：億円

売上高売上高
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業績状況業績状況 とと 企業規模拡大企業規模拡大

代表取締役社長

佐藤 守正
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737737

364

1,101

758758

372

823823

416

848848

394

902902

365

販売販売 及び及び 利益見通し利益見通し

製品
1,026億

105%974974985985
942942920920

1,242 1,255 1,281
1,249

322 313
297 275

商品
404億
147%

数量
104.4%数量

101.5%
数量

103.9%数量
103.6%

数量
107%

社内改善社内改善 ＋＋

規模拡大規模拡大 にに シフトシフト

売上高
1,430億
116.9%

経常
140億
114.6%122.2122.2

92.992.9

64.564.5

81.281.2
66.566.5

36.336.333.733.7
28.728.7

63.163.1

1,268
1,2411,239

1,130

'05/3'05/3 '06/3'06/3 '07/3'07/3 '08/3'08/3 '09/3'09/3'04/3'04/3'03/3'03/3'02/3'02/3 ‘‘10/310/3 ‘‘1111/3 /3 計画計画

 原材料コスト影響は計画１４億に対し１１億円原材料コスト影響は計画１４億に対し１１億円
原材料価格の上昇は想定より若干弱かった原材料価格の上昇は想定より若干弱かった

 社内改善の継続社内改善の継続

 製品売上数量は計画製品売上数量は計画105105％に対し％に対し107107％と好調％と好調

 汎用製品の拡販が進む汎用製品の拡販が進む

 新製品の採用が順調新製品の採用が順調

 原材料コスト影響は計画２５億に対し１９億円を見込む原材料コスト影響は計画２５億に対し１９億円を見込む

 製品売上数量計画を製品売上数量計画を105105％から％から107107％に修正％に修正

 社内改善の継続社内改善の継続

 原材料価格影響の差額は汎用製品拡販と価格対応に原材料価格影響の差額は汎用製品拡販と価格対応に

 企業統合効果が顕在化企業統合効果が顕在化

単位：億円

‘‘1010年年66月月11日：日：㈱アルライトをグループ化㈱アルライトをグループ化

‘‘1010年年1010月月11日：日：インターパック㈱をグループ化インターパック㈱をグループ化

‘‘1010年年1212月月11日：日：ダイヤフーズ㈱をグループ化ダイヤフーズ㈱をグループ化

上期まとめ上期まとめ

通期通期 見通し見通し

5.7%5.7% 2.5%2.5% 2.7%2.7% 2.9%2.9% 5.2%5.2% 6.5%6.5% 5.1%5.1% 7.3%7.3% 9.8%9.8% 9.8%9.8%
経常利益率経常利益率

‘‘1010年年44月月11日：日：ユカ商事㈱より購買部門を事業譲受ユカ商事㈱より購買部門を事業譲受
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上期 ６８．２億 下期計画 ７２億

20112011年年 33月期月期 経常利益経常利益 計画計画

原料値上り

販売増・新製品効果

生産改善

物流改善

グループ会社 利益改善

リサイクル投資による経費増加

経費増加

2010年3月期 経常利益 １２２．２億

＋６

2011年3月期 経常利益計画 １４０億

－１１

上期 ６０．１億

前期製品値下げ影響

＋２３

－９

＋４

＋２

－２

－２

原料値上り －１９億

利益改善 ＋４８億

経費 －１１億

下期 ６２．１億

‘１１年3月期 経常利益
１４０億１４０億

販売 ＋２８．５億

‘１０年3月期 経常利益

１２２．２億

前期比＋１７．８億（前期比＋１７．８億（1111４．６４．６%%））

－８

＋１４．５

－３

＋６

＋４

＋３．５

－３－３

－４－４

前期比 ８．１億 １１３．５％ 前期比 ＋９．９億 １１５．９％

前期比 ＋１７．８億 １１４．６％

グループ会社
既存グループ会社の改善に加えて
・4月1日：ユカ商事㈱より購買部門を譲受
・6月1日：㈱アルライトをグループ化
・10月1日：インターパック㈱をグループ化
・12月1日：ダイヤフーズ㈱をグループ化予定

販 売
製品数量計画１０５％→１０７％へ
汎用製品の拡販とシェア拡大に注力
新製品の拡販

生 産
製品数量増加に加え、改善施策の効果

物 流
出荷数量増加に対し改善施策の効果

原材料
原材料価格は‘09年中旬より再度値上り

リサイクル投資
・ 回収容器選別工場の全国展開
・ リサイクル洗浄ライン更新
・関東・中部リサイクル工場 リニューアル
・ ＡＰＥＴメカニカルリサイクルプラント稼動 ‘10/11

－３

’11年3月期 販売計画1,4301,430億 116.9%

製品売上高：前期比：105.3105.3%% ＋52億

製品売上数量：前期比：107107%%
商品売上高：前期比：147.1147.1%% ＋129億

※製品売上数量計画を105%から107%に修正

単位：億円

原材料コストの差額は原材料コストの差額は
汎用製品拡販と価格対応に汎用製品拡販と価格対応に

原材料コスト
計画 ＋６億

汎用製品拡販・価格対応

上期 ＋１４
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メーカーメーカーとしてとして 基本３本柱基本３本柱 をを 徹底的徹底的 にに 追求追求

企業基盤企業基盤 をを より強固より強固 にに

企業価値企業価値 とと 競争力競争力 をを 高高めるめる

高品質高品質 価格競争力価格競争力

物流力物流力

もっとも高品質な製品をもっとも高品質な製品を
どこよりも競争力のある価格でどこよりも競争力のある価格で

必要な時に確実にお届けする必要な時に確実にお届けする

精度向上精度向上 とと 情報共有情報共有
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技術技術 ＋＋ 素材素材 生産性アップ生産性アップ とと 品質向上品質向上

★★ 素材素材＋＋シートシート＋＋フィルムフィルム＋＋金型金型＋＋成型、成型、総合技術総合技術で、更なるで、更なる コスト削減コスト削減
〃〃 更なる更なる 機能アップ機能アップ

★★ 価格価格＋＋品質品質＋＋機能、機能、トータルトータルでで競争力競争力のある製品作りのある製品作り

技能塾技能塾 モノづくり革新モノづくり革新PJPJ

モノづくり、人づくりモノづくり、人づくり
革新セミナー革新セミナー 基礎技術研究基礎技術研究

あらゆる指標で改善効果あらゆる指標で改善効果

46期 47期 48期 49期

製品効率 %

０．８０．８ﾎﾟｲﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄ 改善改善

更に更に0.04P0.04P

46期 47期 48期 49期

ショット労務費 ¥/st

８．２８．２% % 改善改善 更に更に1.41.4%%

46期 47期 48期 49期

設備稼働率 %

７．９７．９ﾎﾟｲﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄ 改善改善

更に更に0.6P0.6P

46期 47期 48期 49期

時間当たりｼｮｯﾄ st/h

１０．２１０．２% % 改善改善

更に更に＋＋αα

新素材新素材
ＰＳＰＳ ・ マルチＦＰ（ＭＦＰ）耐熱耐寒発泡：-40℃ ～ +110℃

ＰＥＴＰＥＴ ・ 一軸延伸：耐熱+70℃ + 軽量化
・ 二軸延伸：耐熱+80℃ + 軽量化 ’12年春上市予定

・ ＶＲＶ３層構造の押出シート ﾀﾞｲﾔﾌｰｽﾞより上市済

PPPP ・ 耐熱透明：耐熱+110℃
・ 新発泡：耐熱+110℃ + 軽量化 近日上市

バイオマスプラスチックバイオマスプラスチック
・ ポリ乳酸（PLA）：生物由来 ﾀﾞｲﾔﾌｰｽﾞより上市済

新機能新機能
漏れにくい漏れにくい

・ PP惣菜容器
・ APETデリカ容器

ズレにくいズレにくい
・ ＰＳＰデザイン容器

繰返し使える繰返し使える
・ スクリュータイプ容器

※※ 汎用製品汎用製品 のの 更更なるなる 競争力アップ競争力アップ ※※

バージン層

バージン層

リサイクル層

VRVVRV３層シート３層シート

ＰＰ耐熱透明容器

延伸ＰＥＴ容器

PP新発泡容器

ｽｸﾘｭｰﾀｲﾌﾟ容器

漏れにくい容器

MFP容器

PS：ポリスチレン
PSP：発泡ポリスチレン
OPS：透明ポリスチレン
APET：非結晶ポリエチレンテレフタレート
PP：ポリプロピレン

内容物がズレにくい容器
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環境経営環境経営 とと 社会責任社会責任 新リサイクルネットワークの構築新リサイクルネットワークの構築

回収回収 →→ リサイクル工場（リサイクル工場（66工場）工場） 回収回収 →→ 選別工場選別工場（（99工場）工場） →→ リサイクル工場リサイクル工場（（33工場）工場）

福山リサイクル工場

関東リサイクル工場

リサイクル工場リサイクル工場のの統廃合統廃合ととリニューアルリニューアル
・・ 洗浄→粉砕→乾燥→ペレット化洗浄→粉砕→乾燥→ペレット化

※※ 洗浄工程洗浄工程 をを 温水＋アルカリ洗浄温水＋アルカリ洗浄 へへ 高機能化高機能化
・・ ６工場６工場 からから ３工場３工場 へへ 統廃合統廃合

選別工場選別工場のの全国展開全国展開
・・ 発泡トレー容器発泡トレー容器 ＋＋ 透明容器透明容器 のの 回収・選別・減容回収・選別・減容

> > 発泡トレー容器発泡トレー容器 をを 色選別色選別
> > 透明容器透明容器 をを 素材選別素材選別

→→ 選別後選別後 にに 減容減容
・・ 選別工程選別工程 にはには 障がい障がい者者 のの 参画参画

環境環境 とと 障がい障がい者雇用者雇用 がが 一体化一体化 したした 事業事業

温水＋ｱﾙｶﾘ洗浄温水＋ｱﾙｶﾘ洗浄 粉砕 乾燥 溶融／カット

A-PETメカニカル リサイクル プラント

AA--PETPET（透明容器）（透明容器） 循環型リサイクルの実現へ循環型リサイクルの実現へ

中部リサイクル工場

金沢選別工場

東海選別工場
福山選別工場

山形選別工場

西宮選別工場
関東選別工場

九州選別工場 中部選別工場

北海道選別工場

’’1111年年33月末、月末、

障がい障がい者雇用数は者雇用数は６５６６５６にに
（雇用実人数３８７名）（雇用実人数３８７名）

・・ ヨーロッパヨーロッパ でで ボトルボトルtotoボトルボトル をを 実現している実現している プラントプラント
・・ ＦＤＡ認可ＦＤＡ認可 をを 取得予定取得予定
・・ ＶＲＶ３層押出シートＶＲＶ３層押出シート のの 拡大拡大
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その他ﾐｽ

配送系ﾐｽ

出荷系ﾐｽ

・ 取扱ｱｲﾃﾑ：3万ｱｲﾃﾑ
・出荷数量：580万本/月
・出荷先数：260社、7,400ヶ所

全国全国 をを 網羅網羅するする 物流ネットワーク物流ネットワーク

福岡ＰＣ

広島ＰＣ

新福山ＰＣ
西宮ＰＣ

中部ＰＣ

新潟ＰＣ

西関東ＰＣ

東京ＰＣ

関東ＰＣ

仙台ＰＣ

札幌ＰＣ

九州 配送C

福山 配送C

中部 配送C

東日本ハブセンター

北海道 配送C

東北 配送C

‘‘1010年年66月月新福山ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ稼動新福山ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ稼動

‘‘1111年年55月月 新中部ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ稼動予定新中部ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ稼動予定

全国６拠点（10万 75百坪） の 配送センター と

全国１１拠点（3万 15百坪） の ピッキングセンター から

高品質高品質 でで 効率的効率的 なな 物流サービス物流サービス をを 提供提供

ピッキング事業ピッキング事業 取扱状況取扱状況

※ 新中部ピッキング、関東新工場 稼動時※

※

ピッキングサービスレベルピッキングサービスレベル
上期平均上期平均 2.29ppm2.29ppm

全社欠品アイテム数全社欠品アイテム数
上期平均１．９上期平均１．９

・エフピコ製品の取扱

・ケース単位での在庫管理

・配送Ｃ間での在庫調整（横持ち）

・ディーラー/食品工場 等 向けにケース出荷

・エフピコ製品及び仕入商品の取扱

・バラ/袋 単位での在庫管理

・ユーザー向けにピッキングし詰合せ出荷

ピッキングセンター（ＰＣ）ピッキングセンター（ＰＣ）

配送センター（配送Ｃ）配送センター（配送Ｃ）
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物流ネットワーク整備物流ネットワーク整備

700坪

14,200坪
関東新工場2F計画

3,500坪
建設中

10,400坪
2,000坪

東北北海道 関東 中部 関西・中四国 九州

５．５百万人 ９．３百万人 ４５．２百万人 ３２．２百万人 １４．５百万人２０．３百万人１２７百万人

３１，５００坪

全国

‘１０年

札幌PC 東北PC 関東PC

西関東PC 東京PC

新潟PC 中部PC 関西PC 福山PC

広島PC

九州PC

700坪

５．４百万人 ９．１百万人 ４５．２百万人 ３１．６百万人 １４．３百万人２０．０百万人１２５百万人‘１５年

２．４百万世帯 ３．４百万世帯 １８．４百万世帯 １２．８百万世帯 ５．８百万世帯７．４百万世帯５０．１百万世帯

２．３百万世帯 ３．４百万世帯 １８．７百万世帯 １２．８百万世帯 ５．８百万世帯７．５百万世帯５０．５百万世帯

物流ネットワーク物流ネットワーク ＆＆ ＳＣＭＳＣＭ

サプライヤーサプライヤー

包装資材・消耗品包装資材・消耗品 マーケットマーケット

☆ 小分けピッキング拡大に向けネットワーク整備 ☆☆☆ 小分けピッキング拡大に向けネットワーク整備小分けピッキング拡大に向けネットワーク整備 ☆☆

エフピコエフピコ

全国に張り巡らされた全国に張り巡らされた

物流ネットワーク物流ネットワーク
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企業規模企業規模 拡大拡大 へへ

消消 耗耗 品品 ・・ 包包 装装 資資 材材 / / 機機 器器簡簡 易易 包包 装装 容容 器器

物流ネットワーク物流ネットワーク ＆＆ ＳＣＭＳＣＭ

得意分野で
優位性の確立

得意分野で得意分野で
優位性の確立優位性の確立

新規分野の攻略新規分野の攻略新規分野の攻略 問 屋 サポート問問 屋屋 サポートサポート

衛
生
用
品

販
促
用
品

事
務
用
品

フ
ィ
ル
ム

ク
ロ
ス

機

械

什

器

吸
水
紙

調
味
料

市場規模：5,000億市場規模：市場規模：5,0005,000億億

市場規模：２兆円超市場規模：２兆円超市場規模：２兆円超

サプライヤーサプライヤー

製品/素材 開発力製品製品//素材素材 開発力開発力 リサイクルリサイクルリサイクル 物流力物流力物流力 インフラインフラインフラ 調達力調達力調達力提案力提案力提案力

紐
・
バ
ン
ド

箸

食

品
ト
レ
ー

惣
菜
・弁
当

容

器

袋
フ
ィ
ル
ム

包装資材・消耗品 マーケット包装資材・消耗品包装資材・消耗品 マーケットマーケット

テ
ー
プ

加
工
加
工

食
品
食
品

農農

産産

鮮鮮

魚魚

精精

肉肉

青青

果果

惣惣

菜菜

畜畜

産産

水水

産産

インストアインストアインストア アウトパックアウトパックアウトパック

小売・中食・外食 全般小売・中食・外食小売・中食・外食 全般全般

簡
易
包
装

容

器

業務提携・M＆A業務提携・業務提携・MM＆＆AA

‘09年6月1日

太洋興業㈱より包材部門を事業譲受

‘09年10月1日

日本パール容器㈱を事業譲受

‘10年4月1日

ユカ商事㈱より商品購買部門を事業譲受

‘10年6月1日

㈱アルライトをグループ化

‘10年10月1日

インターパック㈱をグループ化

‘10年12月1日

ダイヤフーズ㈱をグループ化 予定

鶏
卵
パ
ッ
ク

世界初の
素材・機能
世界初の世界初の
素材・機能素材・機能

農

産

容
器
・資
材

ポ
リ
乳
酸

容

器
・

新福山ピッキングセンター新福山ピッキングセンター ‘‘1010年年66月稼動月稼動

新中部ピッキングセンター新中部ピッキングセンター ’’1111年年55月予定月予定

ピッキング整備
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グループ拡大グループ拡大

‘‘1010年年44月月11日：日：ユカ商事㈱ユカ商事㈱ よりより 購買部門購買部門 をを 事業譲受事業譲受
・包装品・消耗品の調達に強み
・年間60億円規模の商品取扱高

‘‘1010年年66月月11日：日：㈱アルライト㈱アルライト をを グループグループ にに
・ポリスチレンフィルムのトップメーカー
・ダンボール製造販売

‘‘1010年年1010月月11日：日：インターパック㈱インターパック㈱ をを グループグループ にに
・関東圏を中心とした大手包装資材問屋
・年間売上190億円規模 製品70億、商品120億

‘‘1010年年1212月月11日：日：ダイヤフーズ㈱ダイヤフーズ㈱ をを グループグループ にに （（予定）予定）
・鶏卵パックでは業界２位
・多層Ａ－ＰＥＴシート（ＶＲＶ）による容器生産
・ポリ乳酸容器の生産
・養鶏、農産といった生産者に近い販売チャネル

メーカーメーカー としてとして

消耗品・包装資材消耗品・包装資材

・物流・物流 効率化効率化
・営業力・営業力 強化強化
・販売チャネル・販売チャネル 拡大拡大
・商品取扱・商品取扱 拡大拡大

・ラミネートフィルム技術・ラミネートフィルム技術 向上向上
・副資材調達・副資材調達 合理化合理化

・販売チャネル・販売チャネル 拡大拡大
・製品バリエーション・製品バリエーション 拡大拡大
・生産技術・生産技術 共有共有
・リサイクル・リサイクル 拡大拡大
・物流・物流 効率化効率化

・商品調達力・商品調達力 強化強化

バージン層

バージン層

リサイクル層

VRVVRV３層シート３層シート



FP CorporationFP Corporation ・-- 2929 --

今後今後 のの 大型設備投資大型設備投資

Ａ－ＰＥＴ二軸延伸製品Ａ－ＰＥＴ二軸延伸製品のの特徴特徴
！！ＯＰＳ製品と同等の耐熱性・強度

！！優れた素材特性（耐油、耐酸、対可塑性、等）

！！シート押出から成型までの一貫生産
！！ＯＰＳと同等のコスト

☆ 新中部ピッキングセンター新中部ピッキングセンター ‘11年5月稼動予定

・中部・東海エリアのピッキング機能を強化
・ピッキングエリア：４層 延3,800坪
・倉庫エリア：3層 延6,200坪

◇◇ 中部選別工場中部選別工場 ‘10年11月稼動

◇◇ ＡＰＥＴメカニカルリサイクルプラントＡＰＥＴメカニカルリサイクルプラント ‘10年11月稼動予定

◇◇ 中部リサイクル工場中部リサイクル工場 リニューアルリニューアル ‘10年11月稼動

☆ 関東新工場関東新工場

・‘11年1月着工、’12年1月竣工
・3層 延14,200坪

・環境・省エネ・衛生に配慮した最新鋭の施設
（屋上緑化、太陽光発電、陽圧化、等）

１階：生産施設 5,000坪
Ａ－ＰＥＴ二軸押出延伸設備
Ａ－ＰＥＴ熱板成型設備
ＰＳＰ真空成型設備 ← 関東第１工場より移設

２階：ピッキング 3,500坪

３階：倉庫施設 4,500坪
外部借庫コストの圧縮
拠点内物流効率の改善

・関東第１工場は最新鋭工場へ改修

中部地区中部地区に、に、生産～物流～リサイクル生産～物流～リサイクル のの 一大拠点一大拠点 をを

投資総額：投資総額：２４２４億億

投資総額：投資総額：７２７２億億

関東関東
第１工第１工

関東関東
第２工第２工 関東関東

ＰＳ２
ＰＳ２

関東関東

リサイクルリサイクル

東日本東日本
ハブセンターハブセンター

第２配送第２配送

関東新工場関東新工場

関東関東
第１工第１工

関東関東
第２工第２工 関東関東

ＰＳ２
ＰＳ２

関東関東

リサイクルリサイクル

東日本東日本
ハブセンターハブセンター

第２配送第２配送

関東新工場関東新工場
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0

5,000

10,000

15,000

20,000
償却・他

当期純利益

0

5,000

10,000

15,000

20,000 大型投資

金型

維持更新

減価償却費

配当

負債返却 他
維持更新投資

金型

大型投資

健全な財務体質へ健全な財務体質へ

戦略的戦略的 な 設備投資設備投資 と

戦略的戦略的 な 企業統合企業統合 により

企業規模企業規模 と 価値価値 の 拡大拡大

投資投資 と 有利子負債圧縮有利子負債圧縮 の

バランスバランス に 配慮配慮し、

より健全健全 な 財務体質財務体質 へ

営業キャッシュフロー営業キャッシュフロー 推移推移

設備投資設備投資 償却償却 推移推移

営業キャッシュの使途イメージ営業キャッシュの使途イメージ

配当性向配当性向 ３０％３０％
設備投資イメージ設備投資イメージ

維持・更新 ４０億
金型 ２０億
大型投資 ４０億

‘07/3 ‘08/3 ‘09/3 ‘10/3 ‘11/3計画 ‘12/3見込

償却イメージ償却イメージ
生産 ４０億
金型 ２０億
物流 １０億
環境 １０億
他 １０億

‘07/3 ‘08/3 ‘09/3 ‘10/3 ‘11/3計画 ‘12/3見込
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21.2%

23.4%

14.5%

19.1%

15.6%

6.3%

27.9%

2.2%
2.8%

5.6%

11.0% 12.6%

13.4%

24.6%

業界内での更なる優位性業界内での更なる優位性

※上記の図表はエフピコ独自調査による

重量ベース重量ベース

容器市場メーカーシェア容器市場メーカーシェア（（20092009年）年）

主要素材別市場規模主要素材別市場規模（（20200909年）年）
重量ベース重量ベース

 製品製品//素材素材 力力

 提案力提案力

 調達力調達力

 物流力物流力

 環境経営環境経営

 社会責任社会責任

 インフラインフラ

総合力総合力
＋＋
企業統合企業統合

あらゆる分野であらゆる分野で優位性優位性を更に高めを更に高め

グループ総合力グループ総合力で業界を牽引で業界を牽引

立ち止まることのない立ち止まることのない成長成長とと創造創造

エフピコエフピコ

BB社社

CC社社DD社社
EE社社

FF社社

GG社社

その他その他 約約9090社社

ＰＳＰＰＳＰ

ＯＰＳＯＰＳ

ＰＳｿﾘｯﾄﾞＰＳｿﾘｯﾄﾞ

Ａ－ＰＥＴＡ－ＰＥＴ

ＰＰＰＰ

発泡ＰＰ発泡ＰＰ

ｴﾌﾋﾟｺｴﾌﾋﾟｺ

丼丼
納豆納豆
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添付資料添付資料 １１

20112011年年33月期月期 見通し見通し
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販売販売 計画計画 （（20112011年年 33月期）月期）

■製品

・出荷枚数 前年比１０７％伸長

・軽量化、素材切替、新素材開発、機能開発などにより、既存マーケットでのシェア拡大

・用途開発によるマーケット拡大

■商品

・グループの物流ネットワークを最大限に生かし、取扱量の増加

■製品

・出荷枚数 前年比１０７％伸長

・軽量化、素材切替、新素材開発、機能開発などにより、既存マーケットでのシェア拡大

・用途開発によるマーケット拡大

■商品

・グループの物流ネットワークを最大限に生かし、取扱量の増加

実績 見通し
単位：百万円 10/3月期 構成比 11/3月期 構成比 増減 前年比

26,967 21.6 27,100 19.0 + 132 100.5%

68,714 55.0 72,400 50.6 + 3,685 105.4%

1,737 1.4 3,100 2.2 + 1,362 178.4%

97,419 78.0 102,600 71.7 + 5,180 105.3%

16,961 13.6 30,300 21.2 + 13,338 178.6%

10,537 8.4 10,100 7.1 △ 437 95.8%

27,499 22.0 40,400 28.3 + 12,900 146.9%

124,918 100.0 143,000 100.0 + 18,081 114.5%

【 製 品 】

そ の 他 製 品

弁 当 容 器

ト レ ー 容 器

【 売 上 高 】

【 商 品 】

そ の 他 商 品

包 装 資 材
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決算決算 計画概要計画概要 （（20112011年年 33月期）月期）

M&A ：‘10年10月関東を中心に事業展開する包装資材問屋インターパック㈱
‘10年12月鶏卵パックをはじめとした農産品向け容器の製造販売するダイヤフーズ㈱

販売面 ：既存マーケットでのシェア拡大と、用途開発による新規マーケットへの進出を図る

当社グループの物流ネットワークを最大限に生かし、商品取扱量の増加を図る

技術面 ：最新鋭の設備導入と更新を行い、製品の軽量化、素材切替、新機能開発、新素材開発など、技術革新を推し進める

生産面 ：生産性および品質の向上に取り組み、需要拡大に対応した生産能力の拡大と生産拠点の最適化

物流面 ：6月 新福山ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ稼動、来春 新中部ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ稼動予定

物流ネットワークの更なる整備により、流通全体でのトータルコスト削減と品質向上を図り、 ピッキング需要の拡大に備える

環境面 ：発泡スチロール製食品用トレーの自主的な回収に加え、新たに展開した透明容器の自主的な回収を加速し、

さらなる循環型社会の形成に努める

M&A ：‘10年10月関東を中心に事業展開する包装資材問屋インターパック㈱
‘10年12月鶏卵パックをはじめとした農産品向け容器の製造販売するダイヤフーズ㈱

販売面 ：既存マーケットでのシェア拡大と、用途開発による新規マーケットへの進出を図る

当社グループの物流ネットワークを最大限に生かし、商品取扱量の増加を図る

技術面 ：最新鋭の設備導入と更新を行い、製品の軽量化、素材切替、新機能開発、新素材開発など、技術革新を推し進める

生産面 ：生産性および品質の向上に取り組み、需要拡大に対応した生産能力の拡大と生産拠点の最適化

物流面 ：6月 新福山ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ稼動、来春 新中部ﾋﾟｯｷﾝｸﾞｾﾝﾀｰ稼動予定

物流ネットワークの更なる整備により、流通全体でのトータルコスト削減と品質向上を図り、 ピッキング需要の拡大に備える

環境面 ：発泡スチロール製食品用トレーの自主的な回収に加え、新たに展開した透明容器の自主的な回収を加速し、

さらなる循環型社会の形成に努める

実績 見通し
単位：百万円 10/3月期 構成比 11/3月期 構成比 増減 前年比

124,918 100.0 143,000 100.0 + 18,081 114.5%

製 品 売 上 高 97,419 78.0 102,600 71.7 + 5,180 105.3%

商 品 売 上 高 27,499 22.0 40,400 28.3 + 12,900 146.9%

11,892 9.5 13,700 9.6 + 1,807 115.2%

12,220 9.8 14,000 9.8 + 1,779 114.6%

11,953 9.6 0 0.0 △ 11,953 0.0%

7,114 5.7 8,240 5.8 + 1,125 115.8%

【 純 売 上 高 】

【 営 業 利 益 】

【 経 常 利 益 】

【 税 引 前 利 益 】

【 当 期 利 益 】
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設備投資・研究開発費設備投資・研究開発費 計画計画 （（20112011年年 33月期）月期）

※設備投資には、リース調達を含む投資額を表示しております。

主な設備投資 百万円

◆リサイクル 透明容器設備強化（一軸延伸ＰＥＴ） ４０４

関東リサイクル工場リニューアル ４５３

中部リサイクル工場リニューアル ８８５

回収容器選別工場 １，２４０

ＰＥＴメカニカルリサイクルプラント １，０２７ （投資総額 1,320百万円） ’10/11稼動予定

◆ピッキングセンター 新福山 ９６５ （投資総額 1,887百万円） ‘10/ 6 稼動

新中部 １，０２０ （投資総額 2,350百万円） ‘11/ 5 稼動予定

◆関東新工場 ５００ （投資総額 7,200百万円） ‘12/ 2 稼動予定

◆金型 １，４５０

◆ＩＴ投資 ５６０

主な設備投資 百万円

◆リサイクル 透明容器設備強化（一軸延伸ＰＥＴ） ４０４

関東リサイクル工場リニューアル ４５３

中部リサイクル工場リニューアル ８８５

回収容器選別工場 １，２４０

ＰＥＴメカニカルリサイクルプラント １，０２７ （投資総額 1,320百万円） ’10/11稼動予定

◆ピッキングセンター 新福山 ９６５ （投資総額 1,887百万円） ‘10/ 6 稼動

新中部 １，０２０ （投資総額 2,350百万円） ‘11/ 5 稼動予定

◆関東新工場 ５００ （投資総額 7,200百万円） ‘12/ 2 稼動予定

◆金型 １，４５０

◆ＩＴ投資 ５６０

実績 見通し 当初計画
単位：百万円 10/3月期 11/3月期 増減 前年比 11/3月期 前年比

9,090 12,750 + 3,659 140.3% 12,550

有 形 固 定 資 産 8,827 12,330 + 3,502 139.7% 12,130

内、土地 1,230 390 △ 840 210

無 形 固 定 資 産 263 420 + 156 159.5% 420

8,461 9,170 + 708 108.4% 9,140

1,035 1,060 + 24 102.3% 950

設
　
備
　
投
　
資

研 究 開 発 費

減 価 償 却 費
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添付資料添付資料 ２２
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20112011年年 33月期月期 経常利益経常利益 計画計画

１・２・３次 原料再値上り

販売増・Mix改善、新製品効果

生産改善

物流改善

グループ会社 利益改善

リサイクル投資による経費増加

経費増加

2010年3月期 経常利益 １２２．２億

+12

+6

2011年3月期 経常利益計画 １３５億

-１4

2010年3月期 経常利益
１２２．２億

2011年3月期 経常利益
１３５億

原料値上り －２５億

利益改善 ＋４９億

経費増加 －１１億

前期比 ＋１３億 １１０．５％

上期 ６０．１億 下期 ６２．１億

上期計画 ６６億 下期計画 ６９億

-11

+12

+6

-2  

-2 

－２５億－２５億

＋２４億＋２４億

＋１２億＋１２億

＋８億＋８億

＋５億＋５億

－５億－５億

－６億－６億

原材料動向
大きく値上りした原材料価格は、

’09年3月期 第4四半期から値下り。
しかしながら、’10年3月期 第2四半期より、

値上りに転じる。

製品販売数量：前期比１０５％ 計画

素材切替・軽量化
・ あらゆる製品、素材で軽量化
・ ＰＳからＡＰＥＴ・ＰＰへの切替

生産改善
・ 改善施策の進捗に加え数量増効果

物流改善
・ 改善施策の推進

+2  

+4 
+4

-4

-3

+3

上期 前期比 ＋６億 １１０％ 下期 前期比 ＋７億 １１１％

新製品
・ 新耐寒耐熱容器
・ 漏れにくい容器、内容物がズレにくい容器
・ 新デザイン容器

リサイクル投資
・ 回収容器選別工場の全国展開
・ リサイクル洗浄ライン更新
・ ＡＰＥＴメカニカルリサイクルプラント稼動 ‘10/11

・ リサイクルペレットの品質向上
・ ＡＰＥＴ容器の循環型リサイクルの実現

単位：億円

’11年3月期 販売計画1,3701,370億

109.7%
＜製品＞

売上高：前期比：105.3105.3%% ＋52億

数 量：前期比：105105%%

＜商品＞

売上高：前期比：125.1125.1%% ＋69億

平成平成2222年年55月月1010日日 発表発表
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20112011年年 33月期月期 経常利益経常利益 計画計画

１・２・３次 原料再値上り

販売増・Mix改善、新製品効果

生産改善

物流改善

グループ会社 利益改善

リサイクル投資による経費増加

経費増加

2010年3月期 経常利益 １２２．２億

+14

+6

2011年3月期 経常利益計画 １４０億

-１4

2010年3月期 経常利益
１２２．２億

原料値上り －２５億

利益改善 ＋５４億

前期比 ＋１７．８億 １１４．６％

上期 ６０．１億 下期 ６２．１億

上期計画 ６８億 下期計画 ７２億

-11

+14.5

+6

-2  

-2 

－２５億－２５億

＋２８．５億＋２８．５億

＋１２億＋１２億

＋８億＋８億

＋５．５億＋５．５億

－５億－５億

－６億－６億

原材料動向
大きく値上りした原材料価格は、

’09年3月期 第4四半期から値下り。
しかしながら、’10年3月期 第2四半期より、

値上りに転じる。

製品販売数量：前期比１０５％ 計画

素材切替・軽量化
・ あらゆる製品、素材で軽量化
・ ＰＳからＡＰＥＴ・ＰＰへの切替

生産改善
・ 改善施策の進捗に加え数量増効果

物流改善
・ 改善施策の推進

+2  

+4 
+4

-4

-3

+3.5

上期 前期比 ＋７，９億 １１３％ 下期 前期比 ＋９．９億 １１５．９％

新製品
・ 新耐寒耐熱容器
・ 漏れにくい容器、内容物がズレにくい容器
・ 新デザイン容器

リサイクル投資
・ 回収容器選別工場の全国展開
・ リサイクル洗浄ライン更新
・ ＡＰＥＴメカニカルリサイクルプラント稼動 ‘10/11

・ リサイクルペレットの品質向上
・ ＡＰＥＴ容器の循環型リサイクルの実現

単位：億円

’11年3月期 販売計画1,4301,430億

116.9%
＜製品＞

売上高：前期比：105.3105.3%% ＋52億

数 量：前期比：105105%%

＜商品＞

売上高：前期比：147.1147.1%% ＋129億

平成平成2222年８月９日年８月９日 修正発表修正発表

＋２億＋２億

＋２．５億＋２．５億

＋０．５億＋０．５億

＋２億＋２億 ＋３億＋３億

＋５億＋５億

商品売上＋６０億商品売上＋６０億

＋５億＋５億

＋５億＋５億

2011年3月期 経常利益
１４０億

経費増加 －１１億
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ＰＰ
ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ

非発泡

発泡

ＰＳ
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ

非発泡

発泡

ＰＥＴ
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ

ﾃﾚﾌﾀﾚｰﾄ

素材別素材別 製品構成製品構成

非発泡

パールウッド

ＰＳＰ

汎用トレー

高発泡

低発泡

ＯＰＳ（透明）

ＨＩＰＳ

クリスター（ＣＳ）（透明）

ＡＰＥＴ（透明）

ハイスター（ＨＳ）

エクスター（ＥＳ）：ＰＰ＋ＰＳ

ＰＰ＋フィラー

バージン

エ コ

PP（透明）

透明蓋・本体透明蓋・本体

透明蓋透明蓋

透明蓋・本体透明蓋・本体

耐熱80℃

耐熱60℃

耐熱110℃

耐熱90℃

耐熱80℃

耐熱80℃

耐熱130℃

耐熱110℃

耐熱130℃

嵌合フードパック

嵌合フードパック

ロースタック化ロースタック化 軽量化軽量化

軽量化軽量化
漏れにくい漏れにくい 11軸・軸・22軸軸 延伸延伸

ｽｸﾘｭｰﾀｲﾌﾟｽｸﾘｭｰﾀｲﾌﾟ 糸尻・凸型糸尻・凸型

素材切替素材切替

素材切替素材切替

両面真空成型両面真空成型

漏れにくい漏れにくい

FLB FLB 超軽量汎用トレー超軽量汎用トレー

エコエコFLB FLB 超軽量汎用エコトレー超軽量汎用エコトレー

高価格帯・対応容器高価格帯・対応容器

高価格帯・対応容器高価格帯・対応容器

軽量化軽量化

軽量化軽量化 両面ラミネート両面ラミネート

軽量化軽量化

内容物がズレにくい内容物がズレにくい

APAP--SASA

PPPP--SASAレンジアップ対応レンジアップ対応

APAP--FCFC

新ハイスター新ハイスター

素材切替素材切替

セーフティエッジセーフティエッジ

セーフティエッジセーフティエッジ

フードパック
嵌合フードパック

SASA

レンジアップ対応レンジアップ対応
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原材料価格原材料価格 変動変動 のの 影響影響

’’0303年年33月期以降の原材料価格の上昇は月期以降の原材料価格の上昇は

’’0808年年33月期月期 累計累計 118.8118.8億円億円

’’0099年年33月期月期 累計累計 155.8155.8億円億円
’’1010年年33月期月期 累計累計 1121.821.8億円億円

の利益圧迫要因の利益圧迫要因

’’1111年年33月期月期 累計累計 140.8140.8億円億円
の利益圧迫要因の利益圧迫要因を想定を想定

９．０９．０

４．０４．０
66・・77次次
88次次

+52

２０．０２０．０

１６．５１６．５

22・・33・・44次次

11次次

１０．０１０．０

22・・33・・44次次

９．０９．０

１４．０１４．０

１２．０１２．０

４．５４．５

88次次

66・・77次次

99次次

副資材副資材
ＰＰＰＰ

６．０６．０

１０．０１０．０

４．０４．０

３８．０３８．０

副資材副資材
ＰＰＰＰ
99次次

１０・１１次１０・１１次

▲１５．０▲１５．０

▲５３．０▲５３．０

１９．０１９．０

１３．８１３．８
11次次

１１８．８１１８．８

‘‘09/309/3期期 ４４QQからから
原料値下り原料値下り

１９．０１９．０

+38

第第11・・22・・33次次 原料値上り原料値上り

１２１．８１２１．８

１４０．８１４０．８

'04/3'04/3 '05/3'05/3 '06/3'06/3 '07/3'07/3 '08/3'08/3'03/3'03/3 '09/3'09/3 '10/3'10/3 '11/3'11/3

１５５．８１５５．８

原料値下り原料値下りはは
製品価格へ還元製品価格へ還元

‘１０‘１０/3/3期期 ２２QQからから
原料値上り原料値上り

▲68

単位：億円
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社内改善施策社内改善施策

１１．０１１．０

３．８３．８

８．６８．６

８．７８．７

８．０８．０

２４．０２４．０

３．０３．０
５．０５．０

８．０８．０

５．５５．５

６．０６．０

物流改善物流改善
・・在庫水準の適正化在庫水準の適正化
・横持ち削減・横持ち削減
・得意先配送効率化・得意先配送効率化

生産改善生産改善
・生産スピード・生産スピードUPUP
・内製比率・内製比率UPUP
・停止時間改善・停止時間改善

薄肉・軽量化、素材切替薄肉・軽量化、素材切替
・非発泡→低発泡・非発泡→低発泡
・リブ付、糸尻・リブ付、糸尻
・・FLB,FLB,エコエコFLBFLB（超軽量トレー）（超軽量トレー）

・ＡＰＥＴ素材へ切替・ＡＰＥＴ素材へ切替
・発泡製品の軽量化・発泡製品の軽量化 低発泡→高発泡低発泡→高発泡

'06/3'06/3

５．０５．０

１２．３１２．３

２．０２．０

'07/3'07/3'04/3'04/3 '05/3'05/3

１１．８１１．８

３．０３．０
５．７５．７

'08/3'08/3 '09/3'09/3

１０５．６１０５．６

１３７．６１３７．６

+32

製品値上製品値上 7.77.7

製品値上製品値上 23.023.0

製品値上製品値上 8.08.0

製品値上製品値上 9.09.0

製品値上製品値上 38.038.0

'03/3'03/3

２０．０２０．０

９．５９．５

９．５９．５

''10/310/3

+39
製品値下げ

▲３８．０

１７６．６１７６．６

'11/3'11/3

３．８３．８
２．４２．４

８．０８．０

１２．０１２．０

１９６．６１９６．６

絶えることのない絶えることのない
社内改善社内改善

+20

単位：億円
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設備投資・研究開発費設備投資・研究開発費 推移推移

その他

生 産

リサイクル

物 流

12,12,7750509,0909,09013,00713,00710,10,9099099,8859,8852,392,39442,2,7427425,0375,0377,7,096096

‘10年3月期

1,01,03535

5,5,091091

8,8,461461

(82)(82)

1,5071,507
263263

8,8278,827

‘11年3月期 計画‘09年3月期‘08年3月期‘07年3月期‘06年3月期‘05年3月期‘04年3月期‘03年3月期単位：百万円

1,0601,060965965913913895895751751689689628628654654研究開発研究開発

6,1306,1304,7854,785旧基準減価償却

9,19,170708,4678,4674,7424,7424,1944,1943,9653,9654,1344,1344,2014,2013,3393,339減価償却減価償却

(0)(0)((1,2741,274))1,5811,5811,531,53331,4401,440983983800800939377リース調達 金型

1,451,45001,8921,892609609771771550550436436460460780780内内 金型金型

420420841841254254362362232388120120789789958958無形無形

12,12,33303012,16612,16610,65510,6559,5239,5232,1562,1562,6212,6214,2484,2486,1386,138有形有形設備投資設備投資

中部・東北・九州

福山本社事務所

透明容器回収・容器選別工場

下館第二工場

新福山ＰＣ

新北海道ＨＣ

九州第二工場

東日本ハブセンター 関東八千代Ｃ

中部第二工場

洗浄ライン刷新

九州ＨＣ

新中部ＰＣ

中部リサイクル工場

関西ＰＣ

福山地区
土地・建物

中部地区
土地・建物

太洋興業 日本ﾊﾟｰﾙ容器

ﾌｰﾄﾞﾊﾟｯｸ設備
ｳｯﾄﾞ工場

透明容器設備の強化

北海道工場増設関東新工場

ＰＰＦ

日立化成
土地・建物

東海ＨＣ

中部 ＰＥＴﾒｶﾆｶﾙﾘｻｲｸﾙ

山形工場

北海道ＨＣ

ｱﾙﾗｲﾄ

ﾕｶ商事

ﾀﾞｲﾔﾌｰｽﾞ

関東新工場

ｲﾝﾀｰﾊﾟｯｸ

>>’09年3月期より設備投資には、ﾘｰｽ調達を含む投資額を表示しております。
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経常利益経常利益 増減要因増減要因 推移推移

上 下 通期 上 下 通期 上 下 通期 上 下 通期 上 下 通期

前期　経常利益 63.1 28.6 33.6 36.3 32.2 34.3 66.5 43.4 37.8 81.2 32.0 32.5 64.5 39.2 53.7 92.9 60.1 62.1 122.2

原料値上り影響 -6.0 -13.8 -36.5 -10.0 -1.0 -12.0 -13.0 -19.0 -20.5 -39.5 -14.0 -23.0 -37.0 -25.0 - -25.0 - - -

+44.0 +34.0 +78.0 - - -

製品値上げ　影響 -25.0 +7.7 +29.2 - +4.0 +4.0 - +9.0 +9.0 +14.0 +24.0 +38.0 +25.0 - +25.0 - - -

-24.0 -20.0 -44.0 - - -

-10.0 -9.0 -19.0 - - -

-6.0 -13.0 -19.0 -11.0 -8.0 -19.0

販売増・Mix改善 +45.0 +17.5 +2.4 +3.4 +5.8 +2.0 +1.0 +3.0 +4.5 +2.5 +7.0 +3.0 +3.0 +6.0

素材切替・軽量化 +2.0 +8.0 +5.2 +3.4 +8.6 +3.0 +8.8 +11.8 +6.0 +18.5 +24.5 +14.0 +6.0 +20.0

生産改善 +2.4 -0.6 -2.0 +6.0 +4.9 +3.8 +8.7 +2.0 +1.0 +3.0 +0.5 +2.0 +2.5 +4.5 +5.0 +9.5 +6.0 +6.0 +12.0

物流改善 +0.3 -14.0 +12.2 +5.5 +4.5 +3.5 +8.0 +2.5 +3.2 +5.7 +1.8 +3.2 +5.0 +4.5 +5.0 +9.5 +4.0 +4.0 +8.0

ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社利益改善 +2.5 +2.5 +5.0 +2.0 +3.5 +5.5

美術品売却益 +1.0 -1.0 +4.0 +4.0 -4.0 - -4.0 - - -

経費増加 -6.2 -19.3 -3.2 +4.2 -4.8 -2.6 -7.4 -1.9 -7.8 -9.7 -9.6 -6.0 -15.6 -7.6 -5.1 -12.7 -4.0 -7.0 -11.0

経常利益 28.6 33.6 36.3 66.5 43.4 37.8 81.2 32.0 32.5 64.5 39.2 53.7 92.9 60.1 62.1 122.2 68 72 140

66 69 135期初計画

+11.0 +11.5 +22.5

49期計画　'11/3
41期 42期 43期 44期

45期　'07/3 46期　'08/3 47期　'09/3 48期　'10/3

原料値下り

原料再値上り

第1次　製品値下げ

第2次　製品値下げ

単位：億円


